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人員要求アンケート（6月16日締切）にご協力を

「残業ゼロ革命」、「適正経理執行」には「適正」な人員配置が不可欠！
この2年間の500名を超える人員削減により、職場は「19時閉庁」どころではない！

当局はこの間の無謀な人員削減を反省せよ
今年度の人員配置については、昨年の250人削減を上回る270人が削減されました。知事部局だけでも、2003年度11,970人の定数が、2010年度当初では7,961人へと実に4,009人削減されています。

　極限まで人員を削減する一方で、膨大な内部管理事務を作り出す「目標管理」や「管理職登用試験」等の新たな人事制度を組合の反対を押し切って導入し、さらに、「不適正経理」問題をきっかけに経理執行事務が厳格化されるなど、業務量はかえって増加しています。

　人員を削減したいのなら、無駄な内部管理事務である新たな人事制度をやめ、「19時閉庁」の無理のない実現や「厳格な」経理執行をするのであれば、必要な人員を配置すべきです。（もっとも、「人は減らす」「仕事は増やす」「残業はゼロに」を同時に実現できる名案？が当局にあれば示してもらいたいものです。但し「県民サービスの質を落とす」というのはＮＧですよ！）

人員要求アンケート実施中

　自治労県職労は、適正な人員配置なくして、職場の過重労働を撲滅することはできないと考え、現在組合員の皆さんには、「人員要求アンケート」をお願いしています。このアンケートでは、一人ひとりが必要としている人員を把握したいと考えていますので、職場全体の要求を取りまとめる必要はありません。人員増はあきらめてしまいがちですが、要求しなければ何も変わらないどころか、かえって削減されてしまいます。ぜひ切実な職場の要求を組合までお寄せください。
人員要求のスケジュール
　集約後、役員が分担して要求の出された職場に伺い、職場の皆さんと要求をつくり、所属交渉→局交渉→労務交渉へと押し上げ、要求実現を図ります。

・6月後半　　職場ヒアリング

・7月中　　　支部・協議会等各局申入れ・交渉

・8月～9月　本部申入れ・交渉

